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耐航型高速艇新 船型 の 開発研究
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DevelQpment　Df 　a　New 　Hull　Form 　with 　Scmi −Submerged 　Bow　for　High 　Spced 　Craft

by　 KaZUyuki 　Kihara ，　 fi4ember

　 　 Masaru 　Tazawa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　To 　improve 　seakeeping 　quallty 　some 　advanced 　h孟gh　speed 　crafts 　have　been　developed　and

in　service ．　 且owever
，　 in　 view 　of 　total　performance 　including　building　cost ，　 operation 　and

maintenance 　cost ，　 they 　 are 　not 　 satisfactory 　ln　 commercial 　 use ．　 Under 　this　 circumstance ，　 a

new 　type　of 　high　speed 　craft 　haVing　a　submerged 　torpedo −shaped ．body　under 　the 　bow　bottom
of 　conventional 　monohull 　hlgh　speed 　craft 　was 　developed，　This　new 　type 　of 　craft 　with 　Semi −
Submerged 　Bow （SSB ）has　lmproved 　 seakeeping 　quality　with 　 comparabie 　total　 performance
of 　conventional 　 monohull 　 type 　high　speed 　craft ．　 In　thispresent 　paper，　procedure　in　developing
this　 new 　type 　of 　craft 　 are 　explained ．

　First，　 as　 a　 prelimlnary　 study ，　 theoretical 　 calculations 　 were 　 made 　 before　 tank 　 tests 　tG
con 丘rm 　 effect 　 of 　a　submerged 　body　for　the 　reductiQn 　of 　ship 　motlon 三n　waves ．
　Next ，　 preliminary 　tank 　tests　were 　 carried 　 out 　 in　 waves 　 wlth 　two 　small 　 models 　 Qf 　 1．4m
三nIength （SSB 　and 　Conventional 　monohull ） towing 　at　the 　same 　time 　in　parallel　 positlon
to 　compare 　directly　the 　seakeeping 　quality　of 　SSB 　and 　conventiQnal 　nlonohul 歪　and 　hu11
・e・i・t… eDf 　tw ・ 跏 del・ w ・・e　al ・Q 　m ・・su ・ed 　t・ e ・ ・｛u ・t・ p ・。P・ 1・i・・ p ・・f。・m 、 nce ．

　Based　on 　this　preliminary 　study ，　 an 　initial　des三gn 　of 　a　Iarge　high　 speed 　passengel 　 craft

of 　SSB 　hull　 form　 was 　 made ．

　Then，　 applicability 　of 　this　type 　of　hull　 fQrm　to　actual 　 ship 　was 　 confirmed 　with 　some

additional 　experiments 　by　use 　of 　small 　 models ，

　Finally，　 tank 　tests　were 　carried 　out 　by　use 　Qf 　a　3．8mself −running 　mDdel 　 to　 evaluate

quantitat三ve ヱy　both　seakeeping 　quallty　 and 　propulsive 　performance ．
It　 was 　 f・ und 　 f・・ m 　 the 　 test　 result ・ that 　 the 　 b・ w 　 accelerati 。 n 三n 　 w 。ves 　 wa 、

　 reduced

considerably 　and 　the 　effective 　horse　power 　was 　almost 　cQmparable 　to　conventienal

monohu1 毘in　the 　speed 　range 　of 　conventional 　 use ，

1 緒 言

　近年，交通機関 の 高速化に 伴 っ て ，離島航路など外洋

に お い て も大型高速艇 が 溥入 され る 気運 に あ り，一
部で

はす で に 実現 して い る航路 もあ る 。 しか しな が ら， 外洋

に お ける 航路 に お い て は ，特に 旅客艇の 場合，主 と して

乗心 地 な ど耐航性能 の 面 よ り就航航路 が 限定 さ れ る た

め，一
般的 に ば 通常型高速艇 で は 十 分 に 対応 で ぎな い 状

況に ある 。 したが っ て ，高速艇の 耐航性能を 向上 せ し め

る た め に ，従来 よ り種 々 の 新船型や 船体運動制御装置な

どに つ い て の 開発研究 が 行われて きて お り，すで に 実用

＊

三 菱重 工 業 （株） 下 関造船 所
＊＊

　三 菱重 工 業 （株） 長崎研究 所

化され て い る も の も あ る が，通常型船型 と比較 し た 場

合 建造費の 増大，維持費や燃料費 の 増大な どを 伴 うた

め ，特殊な条件を 有す る航路 を 除い て は，一
般化 され て

い な い 。

　すな わ ち ， 真 に 実用 に 供 し うる 耐 航性能良好な 高速艇
は ，単に 耐航性能 だ けで なく，建造費お よ び 維持費が 安

い こ と，推進性能良好 で 燃 料 費が 安 い こ とな ど，そ の 経

済性 が優れ て い な けれ ば ならず，も し こ の よ うな船型が

開発実用化 さ れた 場 合 は，外洋航路 に お け る高速旅客艇

の 就航隻数の 急増が 期待 され るだ け で な く，外洋型 の バ

ト ロ ール ボ ー トな どに も適用され る可能性 を 有す る こ と

に な る 。 本研究は ，こ の よ うな 良好な耐航性 と経済性 の

両立 し うる新 しい 形式の 高速艇 の 開 発を 目的 と して 実 施
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され た もの で ，建造費 や維持 費を 通 常 型高速 艇 と同程度

に 保持 す るた め ，耐航性能向上 用 の 特別な制御装置など

を装備せ ず，単 に 船体形状を工 夫す る こ と に よ っ て ， 達

成す る こ と と し た もの で ，同 時に 良 好 な推 進性能を 有す

る 通常型高速艇 の 特徴を 併 せ持つ こ と と し た 。 基本的な

考え方 と して は，乗心 地 の 重要な要素で ある 船体縦運動

の 軽減を 図 ろ うとす る も の で あ る 。 す なわ ち，通常型高

速 艇 の 縦運動は 船首部 が 最も大きい た め，こ れを 抑制す

る こ とに よ っ て 艇全体 の 運動を軽減し うる可 能性 が ある

こ とに 着目 し，船首船底部に 船
．
首部 の 上 下 動 を 抑制す べ

く，魚雷形 の 没水体を 装着 した もの で ある 。
こ の 新船型

（以下 SSB 船型 ： Semi−Submerged　Bow と呼称す る）

は，船首部 の み が 通常型 高速 艇 と 異 な っ て い る だ け で ，

船体中央部お よ び船尾部 は，ほ ぼ通常船型 と同 じで ある

た め ，推進性 能 の 面 に お い て も，通常船型 と同程度の 性

能 が 期待で き，経済 的 な 船型 とな る 可 能性を有 し て い

る 。 た だ し．船首部 の 運動を抑制す る こ とに よ っ て ，通

常型 で は 少 な い 船尾 部 の 波浪中縦運動が 増大 し，全体性

能 と し て は通 常型 に 比 べ て か え っ て 悪化す る 危険 も考 え

られ る た め，開発 に あた っ て は そ の 点 に つ い て 十 分 の 配

慮を 行 っ た 。

　まず は じめ に 理 論検討 に よ っ て 開発 の 可 能性 の ある こ

とを 確認 した あと，小型模型に よ る予備 試 験を 行 い，併

せ て 実艇を想定 し た 配置設計の 検討 を も加 え て，実用艇

と し て 供 し う る こ とを確認 し た 上 で 大 型 模 型 に よ る水槽

試験を 行 うとい う手順を採 っ た 。 検討 の 結果 新型高速

艇船型 （SSB 船型）は ， 期待通 りの 耐航性能を有 し，か

つ 推 進性 能 お よ び 建造費，維持費の 面 に お い て も通常型
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Fig．1　Summary 　 of　Hull　Forms 　and 　Particulars　on 　the　Development
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高速艇と同 程 度 で あ る こ とが 確認 され ，実用 艇 と して の

見通 し を 得た の で こ こ に 報告す る 。

2　新船型開発の 手順

　新船型開発の 手 順 に つ い て，以 下 に 順 を追 っ て 説 明す

る
。 ま た

， 各検討 段 階に お け る各船型 に つ い て ，そ の 改

良 （変更）過程 を 明確に す る た め に ，各船型 の 特微
・
要

目な どに つ い て ま とめ た もの を Fig．　1 （A 〜F ）に 示 し，

特に 大 型模型 を製作 した F 船型 に つ い て は，そ の 全体写

真を Fig．　2 に 示 す 。

　なお ，SSB 船型 と通常船型 （Conventiona1） との 比較

に あた っ て は ，波浪中運 動性 能 の 相違 を 直接観察 して 比

較す る と共 に ，完全 に 同
一

状態で 計測 デー
タ を 得，比 較

可 能 とす る た め に ，広 い 試験 水 面 を利 用 して ，2 隻が 同

時曳航 され うる 大きさの 小型模 型を 用 い た 。 2 隻同時 の

曳航試験状況の 写真を Fig．　3 に 示す 。

　2。1　 予 ｛蓆 検 言寸

　STEP 　 1 ：理 論計算に よ る 予備検討

　　対象船型 ： A 船型　大型没水体付き SSB 船型

　　目　　的 ： 模型試験に 先き立 ち 没水体の 効果 を確

　　　　　　　認す る 。

　STEP 　 2 ： 予備水槽試験 （小型模型）

　　対象船型 ： B 船型 　大型没水体付 ぎ SSB 船型

　　　　　　 ： C 船型　通常船型 （Conventional）

　　目　　的 ： B
，
　C 船型 の 波浪中性能 （同時曳航）お よ

Fig．　2　 Photograph 　 of 　A 　Large 　Self　Runn 量ng

　 　 　 Model

Fig．3　Photograph　 ef 　Towing 　Tank 　Test　in

　　　 Waves 　 wlth 　 Two 　 Models 　 ln　 ParaileI

　 　 　 Position

　　　　　　び 平水中抵抗の 比較

　STEP 　3 ： 改良船型 の 水槽試験 （小型摸型）

　対象船型 ： D 船塑　没 水体取 りはず し 式 の SSB 船

　　　　　　型 （大没水体 ：D −1，小没 水体 ： D −2）

　　　　　 ： C 船型

　目　 的 ： D ，C 船型 の 波 浪中 性 能 （同時曳航）お よ

　　　　　　び 平水中抵抗の 比較

2．2　実 用化に関する検討

　STEP 　 4 ： 想定実艇 の 試 設 計

　　　　　 ： D 船型をベ ー
ス に 大 型 高速客艇 の 試設計

　　　　　　を 行 い，適合す る よ うに 改良 し た SSB

　　　　　　船型を 想定する （E 船 型 ）

　STEP 　 5 ： 想定実艇船型の 水槽試験 （小型模型）

　対象船型 ： E 船型　没水体取 りは ず し式 の 実艇想定

　　　　　　SSB 船型 （大没水体 ： E−1，小 没 水 体 ：

　　　　　　E−2）

　　　　　 ： C船型

　目　 的 ： E，　C 船型 の 波浪中性 能 （同 時曳航）お よ

　　　　　　び 平水中抵抗の 比較

STEP 　 6 ： 採用船型 の 水槽試 験 （大 型 自走模型）

対 象 船型 ： F 船型 STEP 　5 の 結果 を基に 改良 した

　　　　　　想定実艇採用 SSB 船型

　目　　的 ： 波浪中自走試験，平 水 中抵 抗計 測

　　　　　　（大型模型 に よ る性 能 の 最終確認）

STEP 　 7 ： 理論計算と水槽試験結果 との 比較

対象船型 ： F 船型

　目　　的 ： 理 論計算法の SSB 船型 へ の 適合性 の 調

　　　　　 査

3　予　備　検　討

　 3．1　理 論計算に よ る予備検討

　船体運動方程 式を ，時間 を追 っ て 数値積分で 解 く大振

幅船体運動計算法
1＞ を基 に ， 没水体付き船体 の 表現が可

能な よ うに 前 田 の 方法
2）に 従っ て 特異点分布法 に よ る表

示 を 行い うる よ うに 改良 した計算法に よ っ て ， 理論計算

を行い 水槽試験 に 先き立 ち没 水 体 の 効果 を確認す る 。

　 3・1．1　供試船型

　計算 に 用 い る船型 は，波浪中運動 と没 水体 との 関係 を

明確に する た め に ， 船体に 比べ て 相対的 に 大型 の 没水体

と した 。 対象船は大型 の 高速旅客艇と し，主 寸法 や 船型

の 特徴 に つ い て は Fig．　1 の A に 示 す 。

　計算 に あた っ て は ，比較の た め 従来 の 通常型高速艇船

型 （デ ィ
ープ V 船型 ： 48M 型大型高速旅客艇） に っ い

て も実施 した 。

　3．1・2 計算結果

　計算結果 よ り求め た通常船型 と SSB 船 型 との pitch −

ing お よ び F．　P．に お け る Vertical　 Accelerationとに
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Fig．5　CQmparison 　 of 　 Vertieal　 Acceleration

　　　 at　 F．　P．　 in　 Regular 　 Waves　 by　 TheD−

　 　 　 retical 　 Ca正culations

つ い て の 比較例を Fig．　4，5 に 示 す 。
　 SSB 船型の 方 が通

常船型 に 比 ぺ て い ち じる し く小さく，新船型実用化 の 可

能性 がある こ とが示 さ れた 。参考の た め 通常船型 の 別途

試験計測値も示 す。

　なお，図 中，波高に つ い て は 複振幅を 採用 して い る の

で こ こ に 注記す る 。 以 降同様で あ る 。

　3．2　予 備 水 槽試験

　理 論計算で 得られた 波浪中船体運動抑制効果 を 確認す

る た め に ，予備試験を行 うこ と と し，1．4m 長 さの 硬質

ウ レ タ ン 製小 型模型を 製作 し た 。 な お ，比 較 の た め IC，

波浪中を 同時曳航す る通常船型に つ い て は ， 既存の 模型

を 流用 した e 両船型の 主 寸法 や 船型の 特敬 に つ い て は，

Fig．1 の B，　c に 示 す 。

　3．2．1　波浪中曳航試験

　通常船型 との 相対比較を明確に す る た め ，試験水糟 の

広 い 水面 を利 用 し，2 船型を 並列 に 配置 し，同
一

供試 波

中の 同 時曳航を行い，船長上 同
一

点 の 上 下方向加 速 度 を

計 測 した。

　試験の 結果は 理 論計算で 示 され た よ うに ，没 水 体 の 作

用 に よ り SSB 船型 の 波浪中船体運動 は 通 常船型 に 対

して い ち じる し く減少 し た 。 F，　P ．に お け る Vertical

Accelerati。n の 計測値 を Fig．　6 に 示 す が，通 常船 型 に

比 べ ほぼ半減 して い る 。

　 3．2．2　平水 中抵抗試験

t

’

夢

」

、

3‘・
9
、，
90

く

F三g．　6　Comparison 　 of 　Vertical　 Acceleratl〔）n

　　　 at 　F ．　P ．　 in　 Regular　 Waves 　 by　 Tank

　　　 Tests　 with 　Two 　Small 　 Models 　 at　 lst

　　　 Preliminary　 Study

　SSB，通常型 2 船型 の 平水 中抵抗計測 を 行 っ た 。 試験

結果 に よれ ぽ ，
30knots 相 当 の 速 力 付近に お い て，　 SSB

船型は 通常船型 の 約 25％ 増の 抵抗値 とな っ て お り，大

きな 没水体，排 水 量 長 比 な どを 考慮す る と妥当 な値 を示

して い る と考 え られ る 。

　 3・3　改良船型 の 水槽試 験

　予備試 験 の 船 型 に 比 べ LIB を大 ぎくし た 改良船型 に

つ い て 予備試験 と同 じ手 法 で 性能を調査 し た 。 主 寸法 や

船型の 特微 に つ い て は Fig．1 の D に 示す 。

　な お，没 水 体 の 影響 を調査す る た め に 、没 水 体 を 取 り

は ず し式 と し，形状 ・大きさ を 変え た 2 種類 を製作 し，

取 り換え る こ とに よ っ て性能比較 を 行 っ た 。 大型没 水 体

に つ い て は ，没水体容積比 （没 水体容積1全 排 水 容積）＝

16％，小型没水体 に つ い て は ， 没水体容積 詔 6％ で ある 0

　 3．3．1 大型没水体装着時 の 性能

　 1） 波浪中曳航試験

　予備試験 と同 じく， 通常船型 と並置 して
， 波浪中同時

曳航試験 を 行 っ た 結果 ， 船体運動，加速度共 通常船型 に

比較 し て 半減した b 規則波中に お け る F．　P．位置 の Ver−

tical　Acceleration の 計測値を Fig，7 に 示す。 最も加速

度 が大 きい AIL＝1．5 付近 に お い て ，　 SSB 船型 の Ac −

ce！eration は 通常船型の 約 50％ 程度 とな っ て い る が，
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λ！L が 小 さ い 範囲 で は ，通常船型に 比 べ て か え っ て 高い

値を 示 して お り，若干 改良 の 余地 が ある よ うに 考 え られ

た 。 原因 と し て は ，船体前半部水線部付近が 極度 に フ
ォ

ロ ーとな っ て い る た め 肩 張 りの 形状 とな っ て お り，船体

運動が 抑制 され る 状態 に お い て ，波長の 短か い 波が 肩 の

部分 に 衝撃を 与 え る た め で あろ うと推察され た 。

　 2）　平水中抵抗試験

　予備試験 と同様 に
， 平水中抵抗計 測 を行 っ た 。 通常船

型 に つ い て も再度計測 を 行い ，計測 状 態 を 同
一

に して ，

両船型 の 比較を行 っ た 。 試験結果 に よ in．，，X 実用的 な 速

力 域で あ る 25〜30knots 相当の 範 囲 に お け る船体抵抗

は ，通 常船型 に 比べ て，約 15％ 増程度で あ り，予備試

験の 結果 よ りも優れ た性能を 示 した 。 した が っ て ，想定

した 実艇の 就航海域 の 海象条件が厳 し く，耐航 性 能が第

1 に 重要視 され る よ う な外洋向け高速艇 に 対 して は ，

SSB 船型 は 十分 に 実 用 に 供 し うる と考 え られ る 。

　 3．3．2　小型没水体装着時の 性能

　 1）　波浪中曳航試験

　小型没水体を 装着 し， 通常船型 との 波浪中同時曳航試

験 を 行 っ た o 没水体が小型の た め ，大型没水 休 に 比 べ て

相対的に 没水深度が 浅 くな り，波浪中に お い て 水 面上 に

突 出 し，そ の 効果が 十 分 に 発揮 されない こ とが 予想され

た の で ，航走中船首 トリム を 生ず る よ うに 逆三 角形 の 形

状 とした が，波浪中試験 に お い て 大波高 の 場合，水面上

へ の 突 出 現 象 が 観察 され た。し た が って
， 没水深度 の 影

響 に つ い て ，よ り具体的 に 調査す るた め に，大 型没水体

の 下面 の 深度 と小型 没 水体の 下面 の 深度 とを 合 致 させ る

べ く船首 ト リ ム を つ け て の 試 験を 追加 した 。 そ の 結果，

波浪中 に お い て 没水体 が 水 面上 に 突出す る現象は 生 じな

くな り， 没水体の 大きさ に 応 じた 波浪中性能を 示 して い

る よ うに 観察 され た 。

　2） 平水中抵抗試験

　小型没水体 を 装着 して 平水 中抵抗試験 を 行 っ た 。 没 水

体 が 小 型で あ る た め ，大型 没水 体 と比較 し て 若干 の 性能

向上 が期待 され た が，計測 結果 は，大型没水体の 場合 と

ほ ぼ同様 の 性能 に 留 ま っ た 。 そ の 原因 と して は ，没 水 体

の 深度が 浅 い た め表面波を 生 じて い る の で は ない か と考

え られ た の で ，波浪中試験に お け る場 合 と同様 に ， 船首

ト リ ム をつ け て 没水体の 没水深度を変更 した 場合 の 試験

を追 加 した が，性 能 の 改善 は み られなか っ た 。

4　実 用 化に 関す る 検討

　 4．1　 想定実艇 の試 設 計

　 SSB 船型 に つ い て，理 論 検 討， 水槽試験等 に よ っ て

そ の 性能を調査 した結果，実用化 の 見通 しを得た た め，

想定実艇 に つ い て 概略設計を 行 い ，実用 艇 と して 満足 す

べ き船型 の 条件な どに つ い て 調査 した 。 す なわ ち，本船

型 は 没水体を 有す る た め に ，船体の 前半部水線付近 ボ ス

ト ラ ッ ト状 に 細 くな る こ と，また浮力中心 が通常船型 に

比較 して 前方に 移動 して い る こ と な どの た め に 配置設計

が 困難 を きた し，その た め に性 能的 に 望 ま しい 船体形状

や没水体 の 大きさ ・
形状が 採用 で きない 場合も考えられ

る 。

　 した が っ て ，前項 ま で の 検討結果を参考 と して ， 実際

の 配置設計並びに重量重心計算を行 い ，こ れ に 基づ い て

SSB 船型線図を作成 し，模型試験を行 っ て そ の 性能 を

確認す る 方法を採 る こ と と した 。

　想定実艇 と して は ，外洋型 大 型高速客艇 と した 。 主要

目的や 船型 の 特徴 に つ い て ｝t　Fig．　1 の E に ，ま た 概略
一

般配 置 図 を Fig．　8 に 示す 。 なお，推進性能の 改善を 期

待 して ， D 船型 に 比べ て LIB を 大きくした細長型と し

た 。

　4．2　想定実艇 の 水槽試 験

　実艇を 想定 し て 概略設計を 行 っ た 外洋型大 型 高速 客艇

に っ い て ，1．4m ウ レ タ ン 製小 型 模型 を 製作 し
， 波浪中

性能 お よ び 平水 中抵抗を確認 す べ く，水槽試験 を 行 っ

剛　　L噂

ロ ロ　ロ【皿

● 嚠
1

日 ；
．−而　　1i

［

K
”ー

フ唱■　　、　「．
　，〆トll−111ト

〆

量
1

5
■

旨
1「 ヒ＿＿一，

　 　 碧二　’昌悁醒 1冒一昌 　 2■ 1匸

．
霤雷思圉囲阻圏目胆膃璽圉里贋　圉膕圉且］圏圏囮匱阻 思圉圉腸田田

1 乙

里置圉胆瑁瑁圉璽囲圉靂胆国圉圉　　田圏困蜃匿匿詛匿阻 闢醐田田

MAIN　PARTiCULARS
LOABMLDDMLDDRAF

丁 MLD
SPEEDMAIN

　ENGINE
PASSENG 匚RS

　 　 48 ．50m
　 　 　 8．20m
　 　 　 5．gom
　 　 　4 ．oom
　 　 28KN ・
2

，
7。oPSx2

　 　 300P

Fig．8　General　Arrangement 　of 　A 　Large　I−ligh　Speed 　Passenger　Craft

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

464

tOO

80

三6。

≧
言

§
4°

く

20

0

日本 造 船 学会論文集　第 157 号

　 　 　 　 　 　 　 　 SPEE 口 ；30 猟R

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7ζ ： 旧 o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 hw ≡2．Om
　 　 　 CONVENTIONAL 　HULし ： −

　 　 SSB 　TYPE 　HULL 　l　6 『ら，：
一噂◇−t−t

SSB 　TYP 匚　HULL ｛6 『ら DEEPER ｝：一一一c｝一噌
％ ｝；一・r ト ー一

1 　 2

λ ILWL
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　　　 Actual　 Ship

た 。 な お，没水体の 影響を調査す る た め ， 没水体は 取 り

は ず し式とし、大小 2 種類を用意 した 。

　概略配置 に よ っ て 決定 さ れ る 浮心 位置上 の 条件に よ

り，没水体 の 大 きさが制限 され る た め ，大型没水体の 容

積比 ＝ 10％ とし，小型 の もの は 容積比 6％ と した 。 ま

た ， 小型没水体に つ い て は，没水深度を 1m 増深 した

場合に つ い て も試験 を行 っ た v

　4・2．1　波浪中曳航試験

　没水体 を取 り換え な が ら，通常船型 と の 同時曳航の 波

浪中試験を行 っ た 。

　規則波中に お け る F ．P．位置 の Vertical　Acceleration

の 計測値を Fig．　9 に 示 す 。 没水体 の 船体運動抑制効果

は，当然 の こ となが ら，大 型没 水 体，小型没水体 1m 増

深 ， 小型没水体 の 順 に 減少 して い る 。 小型 没 水 体 1m 増

深 の 場合の没 水 体底面は，大型没水体の 底面 よ りも下方

に 位置し て い る こ とを 考え る と、運動抑制効果 に つ い て

は，没水体の 大きさが最も大ぎな 影響力を有す る と考え

られ るが，一
方，前記改良船型 （D −1） の 没水体容積比

が 16％ で ある の に 比 べ て ，大型没水体付き本船型 （E −

1）の 容積比 は 10％ に もか か わ らず，両者 は ほ ぼ同 程度

の 加速度減少率を示 して お り，こ れ らの こ とか ら， 没水

体の 容積比は 主船体 との マ
ッ

チ γ グ が よ けれ ば，10％

程度が最も適当で あ る とい えそ うで ある
。

　 4．2，2 平 水 中抵 抗 試 験

　 没水体を 取 り換 え なが ら，平水中抵抗計測を行 っ た 。

通常船型 に つ い て も再度計測を行 っ た 。 予想通 り小型没

水 体，小 型 没 水体 1m 増深，大型没水体の 順 に 抵抗が 増

加 した が，その 差は 少 な く， か つ 通常の 高速客艇の 航走

速力範囲に お い て通 常船型 とほ ぼ同等 で あ る とい う良好

な結 果が得 られ た 。 すなわち，没水体 の 装着に よ り，同

じ排水 量 の 通 常船型に 比ぺ ，浸水面積 が増加 して い る に

もか か わ らず，抵抗の 絶対値が 通常船型 に 近い 値を 示す

理 由 と し て は ，船首部 の 水線付近 が ス トラ ッ ト状 に 細 く

な っ て い る た め に ，主船体その もの の 抵抗値が 減少した

の で は な い か と考 え られ る 。
い ずれに しろ，実艇設計が

可 能 な船型 に つ い て予想以上の 好結果を得 た の で、次 の

段階 と し て ，大型 模 型 vcよ る性 能の 確 認 を 行 うこ とに し

た 。 船型 と して は，没水 体容積比 10％ と した もの を基

本 と し て ，本船型 に お け る船型 （E −1） に 相似 な も の を

最終の 採用船型 とす る こ とに した D

　 4．3　採用 船型 の 水 槽試験

　対象船型 は外洋型高速客艇とす る が．本 闘発 時 点 に お

け る想定外洋旅客航路の 推定旅客数の 検討結果に よ り，

前記 4．1 お よび 4．2 項に お け る想定実艇 （E 船型） よ

りも一まわ り小型 と した 。 主寸法や 船型の 特微 に つ い て

は，Fig．　1 の F に 示す 。 没水体容積 比 は 10％ と した D

模型は 長さ 3．8m の 木製自走模型 と し，波浪中試験 （正

面向い 波規則波），平水中抵抗 計測 を行 っ た 。

　 4・3・1 波浪中自走試験

　模型 を 自走 に よ り，向い 波規則波中を航走 さ せ て ，船

体運動 お よ び 上 下 加速度 の 計測 を行 っ た 。 相当速力は

30 お よ び 20knots の 2 種類 と した 。 計測結果を FigL

lo お よび Fig．　11 に 示 す 。 参考 の た め 別途計測の 通常

船型大型模型 に よ る 計測値を 記入 して い る が，pitching，

F。P．に お け る Vertieal　Acceleration 共 ほ ぼ予想 に 近

く減少 して い る こ とが わ か る 。

　 4．3．2 平 水 中抵抗試験

　 裸殻に つ い て平水中抵抗計測 を行 っ た 。 推進性能 の 直

接的 な評価 に 便な る よ うに，計測値を基に EHP を 算出

し，速力 ベ ース に 通常船型 と比較した もの を Fig．　12 に
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Fig．12　Comparison　 Qf 　Effective　Horse 　 PQwer

示 す 。 速力 28knOts 相当 まで は，予想通 り 両 者 の 差

異は 少 な い が，28knots を 越 え る と SSB 船型 の 方が

EHP が 大 きくな り，推進性能 が悪化す る 。 すなわ ち，
こ の 速力域 に 入 る と艇は 船首を 持 ち上 げて 半滑走状態 に

な ろ う とす る が， SSB 船型 に お い て は，没水体の た め

に 船 首 部が 抑 え られ 半滑走状態に 入 りに くい た め で あろ

うと考 え られ る
。 しか しな が ら，こ の 種大 型客艇 に あ っ

て は，航海速力 28knots を越え る ケ
ース は 少ない と考

え られ （軽 量 型 推進 機関の 出力の 限界 よ り），実用 上 は

SSB 船型 と通常船型の 推進性能は， ほ ぼ 同程度と考え

て 差 し支 え な い
。

　4．4　理論計算 と水槽試験 結 果 と の 比較

　想定実艇 の 船種や 大きさ，配置等 は個 々 の ヶ
一

ス に ょ

っ て 異 な る た め， こ れ らの 設計条件 に 対 して， SSB の

最適船型に つ い て は 種 々 の 変化 が考 え られ る 。 した が っ

て，模型試験等費用 と手間を 要す る 手 段 に よ っ て，個 々

に 対応 す る こ とは 不 可 能 で あ り，も し理 論検討 に よ っ て

ある程度代用 す る こ とが で きれば，非 常 に効率的 で ある

FigL　14　Comparison　of 　Ver亡ical　 Acceleration
　　　　 at 　F．　P．　in　Regular 　 Waves　Tank 　Test

　 　 　 　 and 　Calculations

と考え られ る o しか るに ，前述 の 予 備検討 に お い て 用 い

た船体運動計算例 で は，少 な くと も通 常型 高速艇船型 に

っ い て は，λILfS2の 実用的な範囲 で 水 構試験結果 と良

好 な
一

致度を 示 し て お り， SSB 船型 に つ い て も計算例

と計測 値 との 閭 に 同程度の
一

致 が 見 られ れ ば，こ の 推定

計算法 は 与 え られ た設計条件 に 対 し て，常に 最適 に 近い

船型を提供 し うる手段 と して ，そ の 有効性が確認 で きる

こ とに なる 。 したが っ て，前 4．3 項 に お け る大型模型 の

船 型 に 対 して理 論計算 を行 い ，水 槽試験計測値 と比較す

る こ と と した 。 実船対応速力に つ い て は，水槽試験に 合

わ せ て ，30 お よ び 20knOts の 2 種類と し た
。

　計算結果 に つ い て は ， pitching を Fig．　13 に ，
　 F ．　P．

に お け る Vertical　Acceleration を F三g．14 に 摸型試験

結 果 と 比 較 して 示 す 。 両 者共，水槽試験結果 と推定計算

とは 良好 な一
致度を 示 し て い る とい え る 。 した が っ て ，

本推定計算法 に よ り，SSB 船型を 採用 し た 実艇 の 初期
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設計段階 に お い て 生 じる 船の 大きさ，船型 な どの 変更 に

伴 う性能検討 に 対 し て ，十分実用的に 対応可 能 と い え

る 。

5　結 言

　高速艇 の 耐航 性 能 を 向上 させ る た め に ，従 来 よ り種 々

の 試 み がな されて い る が．建造費や 運航経済な ども含め

て，総合的に 評価し うる機種 は ま だ実用化され て い る と

は い い 難 い 。こ の よ うな 状況 に あ っ て ，本研究 に お い て

は，高速艇船型の 船首船底部に 魚雷形没水体を 装着 し 船

体後半部は 通常型高速艇船型 と ほ ぼ 同様 と した萩船型

（SSB 船型）に っ い て ，理論計算お よび 水槽試験に よ っ

て その 性能を検討し，併せ て 実艇を 想定 して 概略設計を

も行い ，通常型高速艇船型 に 比較 して，波浪中船体運動

を 減少 L ，か つ 推進性能は 悪化 しな い とい う結果を確認

し実用 化 の 見通 し を得 た 。

　最後 に ，本研究 を進 め る に あ た り，多 大 な助 言 を頂 い

た三菱重工 業 （株）赤津誠章取締役，同下関造船所金予

幸雄技師 長 な ら び に 同長崎研究所高橋　雄，馬 場 栄
一

両

氏 1こ 謝意を 表す る o
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